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ポイント 
・ プレート表⾯からの距離で分類すると、スラブ内地震（海洋性プレート内で発⽣する地

震）の特徴把握が容易（図 1、2）。 
・ 海溝型巨⼤地震発⽣（2011 年 M9 東北地⽅太平洋地震）の影響は、東⽇本のスラブ内

地震の地震活動、応⼒場（図 2）、応⼒降下量で⾒られた。 
・ スラブ内地震とスロー地震（E T S）との因果関係は、⻄⽇本で⾒られた（図 3）。 
 

   
図 1：スラブ内地震の応力降下量の分布（東北）。    図 2：M9 地震前後のスラブ内の応力場の変化。 

 

 

図 3：海洋性プレートとプレート境界との相互作用の時空間変化の模式図。 
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